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はじめに
動物看護師とは、動物病院で働く獣医療補助者の
総称であり、今日の日本において約 2 万人程度の動
物看護師が獣医療に従事しているといわれている 
[1]。動物看護師は高度な獣医療の提供に対する社会
的ニーズが高まるなか、欠かすことのできない存在
になってきており、その必要性は社会的に認識され
つつある。しかし、超過勤務や処遇の不安定さなど
労働条件の悪から、一生続けていくことの出来る職
業とすることの困難さも指摘され、早期離職も多く
みられ、動物看護師等の技術の維持、向上が妨げら
れているという問題もかかえている [2]。その原因と
して、専門教育のレベルがかならずしも一定ではな
いという問題とともに、国家資格化がなされていな
いため、専門教育を受けていなくても動物看護師と
して働くことができる現状があげられる。
また、獣医師以外が獣医療に携わることが想定さ
れていない現行の法制度では、動物看護師の職域が
法的に不明瞭であるという点も問題になっている。
獣医師法第 17 条により、動物の診療は獣医師の独
占業務であり、獣医師以外の者が診療をしてはなら
ないとされている。しかし、「何が診療」で「何が
診療ではない」のかが明確になっていないため、動
物看護師は「何をしてよい」のか、「何をしてはい
けない」のかの解釈が動物病院ごとに異なり、その
職域は非常に曖昧である。
一方、英国は世界でも有数の動物愛護先進国で
あり、動物看護師（Veterinary Nurse ： VN）の教
育や認定制度、関連の法律も整備されている。英
国における動物看護師の認定と登録を行っている
英 国 王 立 獣 医 師 会（Royal College of Veterinary 
Surgeons：RCVS）は、1963 年に認定動物看護師
補助者（Registered Animal Nursing Auxiliaries ： 
RANAs）を認定するための教育訓練と資格案を導
入し、1984 年には動物看護師と名称を変更した。
1991 年の獣医師法の改正に伴い、それまで獣医師
のみが動物に内科治療と外科治療を行うことがで
きたが、この改正後からは、RCVS が認定し登録さ
れた動物看護師は獣医師の指示の下に内科処置や
体腔内に及ばない外科処置を行うことが正式に認
められるようになった。また 1998 年には、動物看
護師資格認定が国家職業資格（National Vocational 
Qualification：NVQ）へと改正され、大学での学位
教育プログラムなども開始されるようになった [3]。
このように、日本と英国では動物看護師を取り巻
く環境が大きく異なる。我々は 2012 年 7 月に英国
に渡り、動物看護師教育を行う王立獣医科大学とブ
リストル大学の視察を行い、現状について把握する
ための調査を行う機会を得ることができたため、本
稿ではその報告を行う。なお、本研究は本学平成
23-24 年度教育推進特別研究費「海外の四年制大学
における動物看護・動物福祉・獣医療技術分野教育
の現状視察」と共通研究費により行われた。
日本における動物看護師養成教育と認定制度
現在日本で動物看護師になるためには、動物看護
師養成教育を行う大学または専修学校を卒業し、動
物看護師統一認定機構が認定する動物看護師資格を
取得してから動物病院に就職することが一般的と
なっている。動物看護師養成教育を行う 4 年制の大
学としては、2001 年に本学アニマルサイエンス学
科が日本で初めて動物看護教育をはじめ、2014 年 1
月現在では全国の 5 つの大学で動物看護師養成学科
を持っている。今後、獣医系大学を中心に動物看護
師養成教育を行う大学も増えてくることが予測され
ている。専修学校は 2 〜 3 年制のものが多く、全国
で約 120 校程度あるといわれている。大学と専修学
校どちらを卒業しても、同じ認定動物看護師資格を
得ることができる。また、動物看護師資格は国家資
格ではないため、動物看護師として勤務するために
は、現状では必ずしも資格が必要とされてはいない
（図 1）。日本における動物看護師資格は、民間の団
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体がそれぞれ基準を設けて資格の認定を行っていた
が、2011 年に動物看護師資格の高位平準化と国家
資格化を目指し、日本小動物獣医師会、日本動物病
院福祉協会、全日本獣医師協同組合、日本動物衛生
看護師協会、日本動物看護学会の 5 つの団体が各々
で行っていた認定試験と資格認定を統一させるため
に「動物看護師統一認定機構」を設立し、試験実施
と資格認定を行っている。各団体が認定していた動
物看護師資格からの移行期間が終わる 2015 年 4 月
以降からは、統一認定機構が推奨したコアカリキュ
ラムに基づいた動物看護師養成教育を行う大学また
は専修学校を卒業した者のみが、統一認定機構が実
施する動物看護師統一認定試験の受験資格を得るこ
とができる予定である。
このように、日本における動物看護師養成教育は、
近年において大幅な発展を見せてはいるが、法的整
備が追い付いていないのが現状である。
英国における動物看護師養成教育と認定制度
英国で動物看護師になるためには、動物看護師養
成教育を行う大学で高等教育を受け学位と資格を取
得する方法（下記①）と、動物病院で職業訓練を受
けながら休暇を利用して専門学校（college）に通
学し資格を取得する（下記②）2 種類の方法がある
（図 2）。どちらのコースも、義務教育を終えた 16
歳で受験する一般教育証明書（General Certificate 
of Secondary Education：GCSE）において、グレー
ド C 以上の成績でなければいけない。また、大学
や専門学校によっては、これ以上の成績や追加の試
験が課せられることがある。
①高等教育（Higher education）
大 学 で Veterinary Nursing の 学 位 課 程 に 入 学
することで、BSc（学士）もしくは FdSc（準学
士）の学位を取得することができる。英国には
Veterinary Nursing の課程をもつ大学が 15 大学あ
り、コースのタイプにより卒業まで 3 〜 4 年かかる 
[4]。卒業後は、臨床の動物看護師として働くほかに、
動物病院のマネージャーや研究職や製薬会社、大学
の教員などの進路にもつながる。
②職業訓練（Vocational training）
RCVS が認定する訓練施設となる動物病院で、学
生動物看護師として研修を受けながら休暇を利用して
専門学校に通学する。働きながら資格取得ができるこ
とが利点であり、2 〜 3 年かけて国家職業資格である
Level 3 Diploma in Veterinary Nursing を取得する。
高等教育として大学で学位を取得する方法と職業
訓練として働きながら職業資格を取得する方法のど
ちらにおいても、入学後に RCVS に学生動物看護
師（Student Veterinary Nurse ： SVN）として登録
し、60 週間または 2100 時間以上の動物病院での臨
床実習を行う。つまり、在学中の 1 年間以上は臨床
実習に費やされることになる。また、RCVS が管理
する、The Nursing Progress Log と呼ばれる、350
項目から成る臨床技術と看護技術の取得レベルを
記録するオンライン・ポートフォリオを生徒個人
がそれぞれ作成し、RCVS に認定・登録されること
で、認定動物看護師（Qualified Veterinary Nurse ： 
QVN）の資格を得ることができる。
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図 1　日本における動物看護師養成教育制度
図 2　英国における動物看護師養成教育制度
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また、5 年以上職を離れた動物看護師が動物看護
職に復帰する際は、動物病院で 12 週間以上の臨床
実習を行い、RCVS に実施の証明を提出しないとい
けないといったような、再教育制度も整備されている。
ロンドン大学王立獣医科大学動物看護学科
（2012 年 7 月 5 日）
ロ ン ド ン 大 学 王 立 獣 医 科 大 学（The Royal 
Veterinary College, University of London） は、
1791 年に設立された英国で最も歴史ある獣医科大
学であり、ロンドン大学を構成する大学の一つで
ある。生物科学科（Biological Sciences）と生物獣
医科学科（Bioveterinary Science）はロンドン中心
部のカムデンキャンパスに、獣医学科（Veterinary 
Medicine）と動物看護学科（Veterinary Nursing）
はロンドンの中心部から鉄道とバスを乗り継ぎ 1 時
間程度の郊外のホークスヘッドにキャンパスを構え
ている（写真 1）。動物看護学科には 4 年制の学士
（BSc）と 3 年制の準学士（FdSc）取得の 2 コース
がある。4 年制の学士のコースは 3 年次に動物看護
師資格を取得し、4 年次では更に臨床経験を積むこ
とができるほか、研究や更なる技術の習得を集中的
に行うことができる。動物看護学科の入学の受験資
格として、少なくとも 2 週間以上の動物病院の実習
が必須であり、さらに 2 週間の動物関連施設（犬や
猫の繁殖施設や動物保護施設）で実習を受けること
となっていることが特徴的である。
動物看護学科長である Hilary Orpet 氏に同大学
付属動物病院（Queen Mother Hospital）の案内と
学科についての説明をしていただいた（写真 2）。
Hilary Orpet 氏は、1987 年に動物看護師の資格、
1993 年には上級外科看護師としての資格を取得し、
現在は英国王立獣医師協会の動物看護評議会議員と
して活躍されている動物看護師である。
付属動物病院の受付は、犬と猫で待合室が分けら
れており、広く清潔な印象であった（写真 3）。診察
室は、日本の一般的な動物病院より広く、診察台も
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写真 1　王立獣医科大学のホークスッドキャンパス
写真 2　 Hilary Orpet 氏に付属の動物病院を
案内していただいた
写真 3　付属病院の犬の飼い主の待合室。
犬と猫で分かれている。
写真 4　動物のリハビリテーション施設。
犬用のプール（奥）と水中トレッドミル（手前）があった。
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移動しやすいものであった。大型犬などを診察する
場合は、診察台を移動して床で診察や処置を行うと
のことであった。薬局は独立しており、担当スタッフ
が獣医師の処方に従って薬を調剤し、飼い主に渡す
という仕組みになっていた。整形外科手術後などに
リハビリテーションを行う施設として、犬用のプールと
水中トレッドミル（水中歩行機）があり、専門のスタッ
フが動物に施術を行っている（写真 4）。
学内を案内していただいた中で一番興味深かった
施設は、Clinical Skills Centre である（写真 5.6.7）。
ここは、手術器具の使い方、皮膚縫合の方法、レン
トゲンのポディショニングの方法、気管挿管の方法、
神経学検査の方法、馬の包帯の方法など、さまざま
な技術を習得するための練習を獣医学科と動物看護
学科の学生が自主的に行うことができる実習室であ
る。学生が自習できるように、人形やシュミレーター
が導入され、それぞれのブ スーには各基本技術の手
順が記されたファイルが用意されていた。授業中の実
習では、全ての技術を習得することが困難であり、ま
た、特に動物を用いる実習を最小限に抑えることで
動物使用を減らすためにも、このような施設は大変重
要であると思われる。これらの自習用教材の開発や
教育効果の確認といった研究も進められており、英
国、ヨーロッパの獣医師や動物看護師養成教育にお
いても広がりをみせているとのことであった。
ブリストル大学獣医学部動物看護生物獣医科学科
（2012 年 7 月 6 日）
ブリストル 大学（University of Bristol） は 1876
年に創立された、英国南西部の中心都市ブリストル
にある国立総合大学である。獣医学部（School of 
Veterinary Sciences）は、ブリストルの中心から車で
1時間程度の農村部のラングフォ ドーに広大なキャンパ
スを構え、5 年制の獣医学科（Veterinary Science）、
3 年 制の動 物 行 動 福 祉 学 科（Animal Behaviour 
and Welfare）、4 年制の動物看護・生物獣医科学科
（Veterinary Nursing and Bioveterinary Science）
のフルタイムの学士コ スーと 2 年制でパ トータイムの伴
侶動物福祉・行動リハビリテーション学科（Companion 
Animal Welfare and Behavioural Rehabilition）が
ある。動物看護師養成教育は動物看護・バイオ獣医
科学科で行われており、動物看護師資格の取得だけ
ではなく、獣医学の知識をベ スーに幅広い科学分野に
ついて学べることが特徴である。
外科上級認定看護師資格をもつ動物看護師に、付
属の動物病院（Langford Veterinary Services）を
案内していただいた（写真 8）。付属動物病院に
は、犬や猫などの小動物診療を行う Small Animal 
Practice、ホームドクターからの紹介症例を二次
診療として専門で行う Small Animal Hospital、馬
の診察を専門で行う Equine Centre、家畜の診療
を行う Farm Animal Practice、各種検査を行う
Diagnostic Laboratories の 5 部門がある。今回は完
成したばかりという Small Animal Hospital を中心
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写真 5　学生の自習施設である Clinical Skills Center
写真 6　さまざまな技術が練習できるように用意されている
写真 7　それぞれに方法を記したファイルが用意されていた
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に見学させていただいた。
外科と内科で棟が分かれており、はじめに外科の
病棟を見学した。王立獣医科大学と同様に診察室
は、日本の動物病院と比べ広く、これは学生等が複
数入りやすくするためということだった（写真 9）。
外科手術を行う動物の麻酔の導入を行う麻酔導入室
は、4 頭同時に処置ができるようになっていた。各
処置スペースは、完全な個室にはなっておらず、獣
医師や動物看護師などのスタッフが移動しやすく、
また、間仕切りにも教員が目を配りやすいよう小窓
が設置されるなど工夫されていた。その隣には手術
室があり、麻酔導入後に手術室にすぐに移動できる
ようになっている。手術室の扉の手前から床の色が
変わっており（写真 10）、衛生管理上、床の色が変
わった先からは手術担当の獣医師と動物看護師しか
入室ができないことを判りやすくするためとのこと
であった。手術後の動物が麻酔から覚醒するまで観
察する覚醒室では、人の乳児用の保育器が使用され
ていた（写真 11）。人の病院で使用しなくなったも
のなどを購入するため、安価で入手することができ、
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写真 8　外科上級動物看護師の方に案内をしていただいた
写真 9　広い診察室スペース
写真10　手術室の手前で床の色が変わっている。この先は、
手術担当の獣医師と動物看護師しか入室できない。
写真 11　麻酔の覚醒には乳児用の保育器が
使用されていた
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クリティカルケアが必要な動物の管理には適してい
るとのことだった。集中的な管理を必要とする動物
が入院する ICU では、獣医師と動物看護師が常駐
していた（写真 12）。入院犬舎は、広いものが多かっ
たが、これは、日本にくらべて大型犬の多い英国な
らではの特徴かもしれない。ICU の奥には、感染
症をもつ動物用の隔離入院室があり、動物看護師が
処置を行っていたが、大きなガラス窓があり、中の
様子が観察しやすくなっていた。入院犬舎の扉には
それぞれファイルが付けられており、個々の動物の
治療や処置の内容が担当獣医師から指示されていた
（写真 13）。この指示に従い、動物看護師は患者動
物の投薬や処置を行うようになっている。動物看護
師が投薬などを行えるということが法的に認められ
ていることは日本との大きな違いである。MRI 検
査を行う部屋では、動物看護師と学生動物看護師が
動物の処置を行い、獣医師が部屋の外のモニターで
画像の確認や機械の操作を行っていた（写真 14）。
日本と英国における動物看護師養成教育の
現状に関する考察
以上のように、視察した 2 施設のいずれにおいて
も、動物看護師や学生動物看護師が各所で大きな役
割を果たし、チーム獣医療を推進するための教育体
制が取られていることが見て取れた。日本において
も、専門職として動物看護師自らその知識と技術の
向上に努めなければいけないと共に、法的整備に向
けて働きがけを行う必要があるだろう。英国の動物
看護師は高い専門知識と技術を持っているととも
に、その職業に対する実に高い誇りを持って仕事に
望んでいると感じた。動物看護師の地位や身分の確
立を目指す日本の動物看護師においても、高い知識
と技術の習得とともに、専門職としての誇りと責任
をもって歩んでいかなければならないと感じた。
英国の動物福祉への取り組み
滞在中に英国における動物福祉への取り組みにつ
いて知る機会を得たので、併せて報告する。
①アニマルシェルター
ブリストルにある RSPCA Bristol Dogs and Cats 
Home を見学することが出来た（写真 15）。RSPCA
と は 英 国 王 立 動 物 虐 待 防 止 協 会（The Royal 
Society for the Prevention of Cruelty to Animals）
のことであり、動物の福祉を推進するために活動す
る、世界最大で最も歴史のある動物福祉団体である。
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写真 12　ICU の様子
写真 14　MRI 室の様子
写真 13　入院患者への処置の記録表
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飼い主のいない犬や猫のためのアニマルシェルター
の運営と新しい飼い主探し、動物虐待に関する調査、
飼い主のいない動物のための動物病院の運営などさ
まざまな活動を行っている。英国各地に支部が存在
し、それぞれ独立したボランティア団体によって運
営されており、ブリストルにある RSPCA でも、公
的資金の援助は一切なく、年間 160 万ポンド（1 ポ
ンド =170 円として約 2 億 7200 万円）の運営資金
はすべて寄付金によってまかなわれているという。
RSPCA Bristol Dogs and Cats Home では、犬と
猫のほかにうさぎやフェレットなどの小動物の保護し、
年間約 2000 頭の動物が新しい飼い主に引き取られて
いる。日本においては、犬や猫を飼育する際は、ペッ
トシップから入手することが多いが、英国で新しい犬
や猫を飼育したいと思ったときに、ペットショップに
行くのではなく、まずこのような動物保護施設を訪れ
ることが多い。そして、そこで気に入った犬や猫がい
た場合家族に迎えることが多いようである。
②「フリーダムフード」
英国の大手チェーンのスーパーマーケットでは、
「フリーダムフード」が販売されているのをしばし
ば見かけた（写真 16.17）。フリーダムフードとは
RSPCA が定める動物福祉の基準をみたした飼育方
法、施設における生産物で製造された肉やチーズ
などの製品のことである。家畜の飼育、輸送、と
殺といったその製品が出来る全ての過程において、
苦痛を強いる飼育環境ではないのか、適切な獣医
療は受けられているのか、正常な行動がとれる飼
育環境なのかなど、個々の動物によって RSPCA
の定める基準をクリアし審査・認定されることで、
フリーダムフードのラベルをつけることができる
（図 3）。生産コストが高くなるため、価格はラベ
ルが付いていない商品に対して 1 割程度高くなっ
ていたが、消費者は、動物福祉に配慮されて生産
された食品を選ぶことができるようになっている。
このように、家畜動物に対しても生産性だけを重
視するのではなく、製品になるまでその動物の苦
痛を減らすように努める働きがけが消費者までに
浸透していることは、英国が動物愛護先進国とい
われるゆえんあると感じられた。
英国における動物看護師養成教育と動物福祉関連領域に関する視察の報告
写真 15　 RSPCA Bristol Dogs and Cats Home
写真 16　フリーダムフードのラベルが付いた豚肉
図 3　フリーダムフードに付けられているラベル [5]
写真 17　Free range eggs 狭いケージでの飼育ではなく
広い飼育環境で飼育されている鶏の卵
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